
１
７
年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
４
８ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

い
わ
ゆ
る
（
１
）
御
三
家
の
一
つ
、
尾
張
徳
川
家
は
い
ま
の
東
京
都
新
宿
区
に
東
京
ド
ー
ム
１
０

個
分
も
の
広
大
な
庭
園
「
①
戸
山
荘
（ 

 
 
 
 

）」
を
構
え
た
。「
す
べ
て
天
下
の
園
地
は
ま
さ

に
こ
の
荘
を
も
っ
て
第
一
と
す
べ
し
」
。
１
１
代
将
軍
②
家
斉
（ 

 
 

 

）
を
感
嘆
さ
せ
た
▼
造

園
に
は
③
贅
（ 

 

）
を
尽
く
し
た
。
池
を
掘
っ
て
橋
を
④
カ
（ 

 

）
け
、
蛙
や
蛍
を
放
つ
。
残

土
を
積
ん
で
山
を
築
き
、
玉
を
伏
せ
た
形
に
整
え
て
「
⑤
玉
円
峰
（ 

 
 
 

 
 
 

）
」
と
命
名

し
た
。
圧
巻
は
小
田
原
宿
を
模
し
た
一
角
。
米
屋
、
茶
店
、
酒
屋
な
ど
三
十
数
軒
を
並
べ
、
将
軍
お

成
り
と
な
れ
ば
売
り
子
、
⑥
駕
籠
（ 

 

）
か
き
も
そ
ろ
え
た
▼
小
寺
武
久
著
『
尾
張
藩
江
戸
下
屋

敷
の
謎
』
に
よ
る
と
、
入
園
が
許
さ
れ
た
の
は
武
家
の
中
で
も
限
ら
れ
た
者
の
み
。
⑦
テ
イ
サ
イ

（ 
 
 

）
を
気
に
す
る
武
士
た
ち
も
園
内
で
は<

Ａ 
 
 

>

を
外
し
た
。
武
家
専
用
の
テ
ー
マ
パ

ー
ク
で
あ
る
▼
先
日
、（
２
）
権
勢
の
跡
を
歩
い
て
み
た
が
、
池
や
泉
も
⑧
ソ
セ
キ
（ 

 
 

）
の

跡
も
わ
か
ら
な
い
。
戸
山
荘
は
江
戸
末
期
に
地
震
や
大
火
で
荒
廃
し
た
。
明
治
政
府
は
屋
敷
跡
を
陸

軍
用
地
と
す
る
。
戦
後
、
一
角
が
都
立
公
園
と
な
っ
た
▼
玉
円
峰
の
名
は
忘
れ
去
ら
れ
た
《
Ｘ 

 

》、

山
は
そ
の
ま
ま
残
っ
た
。
「
私
た
ち
は
箱
根
山
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
架
空
の
小
田
原
宿
に
ち
な
ん

だ
名
で
す
」
と
地
元
の
町
会
連
合
会
長
、
桑
島
裕
武
さ
ん
（
７
８
）
は
話
す
。
愛
着
は
深
く
、
８
年

前
に
町
内
会
で
始
め
た
行
事
に
も
「
箱
根
山
駅
伝
」
と
名
を
付
け
た
。
今
年
は
あ
す
４
日
に
開
か
れ

る
▼
箱
根
山
の
標
高
は
、
わ
ず
か
４
４
㍍
。「
東
京
２
３
区
内
最
高
峰
」「
無
事
に
下
山
く
だ
さ
い
」。

⑨
大
仰
（ 

 
 
 
 

）
な
説
明
板
に
つ
ら
れ
て
殿
様
気
分
に
⑩
浸
（ 

 

）
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、

栄
華
を
し
の
ぶ<

Ｂ>

は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
徳
川
の
世
が
去
っ
て
１
５
１
年
目
の
春
で
あ
る
。 

〔
２
０
１
８
年
３
月
３
日
「
天
声
人
語
」〕 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

尾
張
徳
川
家
以
外
の
御
三
家
を
２
つ
、
答
え
よ
う
。 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

（ 
 
 
 
 
 
 
 

） 

問
三 

徳
川
家
斉
の
世
に
行
わ
れ
、
次
の
狂
歌
で
揶
揄
さ
れ
た
改
革
の
記
号
を
○
で
囲
も
う
。 

 

・
白
河
の
清
き
に
魚
の
す
み
か
ね
て
も
と
の
濁
り
の
田
沼
こ
ひ
し
き 

 

ア 

享
保
の
改
革 

 

イ 

寛
政
の
改
革 

 

ウ 

天
保
の
改
革 

問
四 

次
の
意
味
を
持
つ
文
中
の
語
を
答
え
よ
う
。 

 

ア 

宮
家
・
将
軍
な
ど
、
貴
人
の
外
出
や
訪
問
の
意
の
尊
敬
語
→
（ 

 
 
 

） 

 

イ 

催
し
物
な
ど
の
な
か
で
見
る
人
す
べ
て
が
す
ば
ら
し
い
と
感
心
す
る
部
分
。
昔
、
中
国
で
最

も
す
ぐ
れ
た
巻
（
官
吏
登
用
試
験
の
答
案
）
を
他
の
す
べ
て
の
答
案
の
上
に
載
せ
た
こ
と
か
ら

い
う
→
（ 

 
 
 

） 

 

ウ 

特
定
の
国
の
文
化
や
物
語
な
ど
を
礎
に
全
体
が
演
出
さ
れ
た
観
光
施
設
→
（ 

 
 
 
 
 

） 

 

エ 

大
き
な
権
力
や
財
力
を
握
り
、
意
の
ま
ま
に
、
は
で
な
生
活
を
す
る
こ
と
→
（ 

 
 

） 

問
五 

<

Ａ>

に
は
２
字 

<

Ｂ>

に
は
３
字
で
次
の
意
味
を
持
つ
言
葉
を
書
き
入
れ
よ
う
。 

 

Ａ 

課
せ
ら
れ
て
い
た
制
約
。
板
を
縦
ま
た
は
横
に
並
べ
て
平
ら
に
張
っ
た
も
の
。 

 

Ｂ 

頼
り
と
す
る
も
の
。
助
け
と
な
る
も
の
。
よ
り
ど
こ
ろ
。 

問
六 

傍
線
部
（
２
）「
権
勢
」
は
何
を
指
す
か
、
文
中
か
ら
３
字
で
抜
き
だ
そ
う
→
（ 

 
 
 

） 

問
七 

《
Ｘ
》
に
あ
て
は
ま
る
語
を
ひ
ら
が
な
１
字
で
答
え
よ
う
→
（ 

 

） 

問
八 

見
出
し
を
１
０
字
程
度
で
つ
け
て
み
よ
う
→
（ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 


